
人材獲得をテーマに意見交換
今
回
は
、
新
規
委
嘱
者
５
名
を
含
む
３
９
名

地
区
２
市
８
町
で
行
わ
れ
た
自
衛
官
募
集
相
談

か
ら
６
月
３
日
（
水
）
の
間
、
神
奈
川
県
西
湘

に
委
嘱
状
を
交
付
し
た
。
自
治
体
の
長
も
参
加

し
た
委
嘱
式
後
の
懇
談
で
は
、
地
本
か
ら
、
昨

口
減
少
が
加
速
す
る
な
か
、
い
か
に
し
て
適
質

な
自
衛
官
を
獲
得
し
て
い
く
か
」
な
ど
に
つ
い

小
田
原
地
域
事
務
所
は
、「
今
後
も
、
募
集

環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
な
か
、
よ
り
一
層
、
募

集
相
談
員
や
自
治
体
と
の
連
携
を
強
化
し
、
募

（
所
長　

林
１
陸
尉
）
は
、
５
月
２
９
日
（
金
）

員
委
嘱
式
を
支
援
し
た
。

年
度
の
募
集
成
果
の
説
明
を
受
け
る
と
、　
「
人

て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

集
成
果
に
繋
げ
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

厳しい募集状況を訴える

募集講話中の酒井１海尉（所長）

質疑応答の様子

ー
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
、
大
和

（
土
）、
大
和
市
商
工
会
議
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

（
所
長 

酒
井
１
海
尉
）
は
、
５
月
３
０
日

自
衛
隊
父
兄
会
総
会
に
お
い
て
、
募
集
講
話

を
行
っ
た
。

更
な
る
募
集
協
力
を
お
願
い
す
る
と
、
参
加

者
か
ら
は
、「
各
市
町
村
と
の
協
力
関
係
は
、

上
手
く
い
っ
て
い
る
の
か
？
」「
学
校
に
は

講
話
で
は
、
厳
し
い
募
集
現
況
を
周
知
し
、

厚
木
募
集
案
内
所
は
、「
今
後
も
、
協
力

信
を
し
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

募
集
活
動
に
参
加
し
て
頂
け
る
よ
う
情
報
発

団
体
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
、
積
極
的
に

陸
上
自
衛
隊
第
１
音
楽
隊
「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
小
田
原
地
域
事
務
所

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
厚
木
募
集
案
内
所

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
小
田
原
地
域
事
務
所

（
所
長　

林
１
陸
尉
）
は
、
５
月
３
０
日
（
土
）、

委
員
会
主
催
）
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
広
報

ブ
ー
ス
を
出
展
し
た
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
南
足
柄
市
を
元
気
に

る
。
コ
ン
サ
ー
ト
の
第
１
部
で
は
、
南
足
柄
中

学
校
、
文
命
中
学
校
、
松
田
中
学
校
及
び
寄
中

学
校
の
吹
奏
楽
部
が
出
演
し
、
第
２
部
で
は
、

第
１
音
楽
隊
（
練
馬
駐
屯
地
）
が
登
場
す
る
と

報
し
て
、
自
衛
官
募
集
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」

中
学
生
と
第
１
音
楽
隊
が
合
同
で
演
奏
し
、
観

し
よ
う
と
企
画
さ
れ
、
今
年
で
３
回
目
を
迎
え

大
き
な
歓
声
に
包
ま
れ
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、

ー
ト
」（
ウ
ル
ト
ラ
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
実
行

客
を
魅
了
し
た
。
ま
た
、
コ
ン
サ
ー
ト
に
訪
れ

た
多
く
の
方
々
が
自
衛
隊
広
報
ブ
ー
ス
に
立
ち

寄
り
、
気
軽
に
展
示
物
を
見
学
し
た
り
、
広
報

官
に
声
を
か
け
た
り
し
て
い
た
。

小
田
原
地
域
事
務
所
は
、「
今
後
も
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
通
じ
、
西
湘
地
区
に
自
衛
隊
を
広

地元のコンサートで自衛隊をＰＲ

湯河原町での委嘱式

湯河原町での意見交換

中学生と第１音楽隊のコラボ

自衛隊広報ブース

入
っ
て
い
け
て
い
る
か
？
」
な
ど
、
心
配
と

応
援
の
声
を
頂
い
た
。

と
し
て
い
る
。


